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　定例会３月会議の現地調
査をはじめ委員会レポートを
紹介します。

施
設
改
善
・
新
築
工
事
調
査

再
現
三
春
城
V
R

思
い
ま
す
。
ま
た
、
北
側
に
子
供

遊
園
地
が
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
倉
庫
で
あ
る
貝
山
倉
庫

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
。
倉
庫
の

ト
タ
ン
屋
根
は
赤
く
剥
げ
落
ち
、

今
に
も
壊
れ
そ
う
で
、
委
員
会
と

し
て
は
、
修
理
を
見
送
り
２
か
所

あ
る
倉
庫
の
保
管
物
を
１
か
所

に
整
理
・
集
約
し
て
、
安
価
な
倉

庫
を
新
築
す
べ
き
と
提
言
し
ま

し
た
。
予
算
は
２
２
０
万
円
で
、

再
度
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

（
影
山　
初
吉
）

三
春
城
の
３
つ
の
日
本
一
と
い
わ

れ
る
「
御
風
呂
屋
、
広
間
、
絶
壁

に
立
つ
三
階
櫓
」
に
焦
点
を
当
て

た
内
容
で
す
。
ゴ
ー
グ
ル
を
使
う

こ
と
で
３
６
０
度
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
景
色
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
三
階
櫓
か
ら
の
眺
め
は
、

足
が
す
く
む
思
い
で
し
た
。是
非
、

皆
さ
ん
も
ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
て

V
R
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
実
沢
字
蓬
ヶ
作
地
内
の

大
根
房
た
め
池
の
改
修
工
事
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
に
地
元
の
要
望
に
よ
り
護

岸
の
改
修
を
行
う
も
の
で
、
令
和

５
年
の
水
稲
作
付
に
間
に
合
う
よ

う
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
橋
本　
善
一
郎
）
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御
木
沢
小
学
校
増
改
築
工
事

で
は
、
既
存
の
配
膳
室
を
、
配

膳
室
を
兼
ね
た
家
庭
科
室
に
改

装
し
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
室

と
特
別
支
援
教
室
、
職
員
用
更
衣

室
や
ト
イ
レ
の
増
築
工
事
も
行

い
ま
し
た
。
特
別
支
援
教
室
は
、

現
在
は
１
教
室
を
区
切
っ
て
２

学
級
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
教
室
と
な
り
の
び
の
び
と
授

業
が
受
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
室
も
広
く
明
る
く
利
用
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

御
木
沢
地
区
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
平
沢
と
御
祭
、
七
草
木

の
屯
所
３
か
所
を
１
か
所
の
防

災
セ
ン
タ
ー
と
す
る
新
築
工
事

で
す
。
御
木
沢
地
区
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
御
木
沢
行
政
セ
ン
タ

ー
の
隣
に
あ
り
交
通
の
便
も
良

く
、
御
木
沢
地
区
の
防
災
拠
点
と

し
て
安
心
安
全
に
貢
献
す
る
と

経
済
建
設
常
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委
員
会
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歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
ゴ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
）を
体
験
し
ま
し
た
。

もうすぐ完成

大根房ため池工事
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